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東日本大震災 窓口負担免除

全
被
災
者
免
除
、診
療
報
酬
概
算
請
求
、医
療
機
関
再
建
助
成
を
要
請

　

厚
労
省
は
当
初
、
15
日
付
通

知
で
、
医
療
費
一
部
負
担
金
に

つ
い
て
「
住
家
の
全
半
壊
、
全

半
焼
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
被
災

を
し
た
」「
主
た
る
生
計
維
持
者

が
死
亡
し
又
は
重
篤
な
傷
病
を

負
っ
た
」
場
合
な
ど
と
、
対
象

者
を
著
し
く
限
定
し
て
い
た
。

　

そ
の
後
の
23
日
通
知
で
、
①

主
た
る
生
計
維
持
者
の
行
方
が

不
明
②
業
務
を
廃
止
ま
た
は
休

止
③
失
職
し
無
収
入
④
原
発
で

避
難
か
退
避
を
行
っ
て
い
る―

の
４
項
目
を
追
加
。
対
象
者
拡

大
を
求
め
る
兵
庫
協
会
や
保
団

連
の
要
請
が
大
幅
に
実
現
し

た
。

　

し
か
し
厚
労
省
の
同
通
知

は
、
依
然
と
し
て
被
災
者
を
振

り
分
け
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
取
り
扱
い
期
間
を
５
月
末

と
す
る
な
ど
問
題
点
は
残
し
て

お
り
、
協
会
は
引
き
続
い
て
被

災
者
全
員
の
一
部
負
担
金
免
除

を
求
め
て
い
く
。

　

協
会
は
22
日
に
は
、
被
災
民

間
医
療
機
関
の
解
体
・
撤
去
や

全
半
壊
・
一
部
損
壊
、
流
失
・

焼
失
し
た
医
療
機
関
の
復
旧
、

復
興
の
た
め
の
す
べ
て
の
被
災

医
療
施
設
・
設
備
の
再
建
に
見

合
う
公
的
助
成
、
長
期
・
無
利

子
の
緊
急
融
資
に
つ
い
て
も
要

請
し
た
。

　

ま
た
、
診
療
録
等
を
流
失
や

棄
損
し
た
か
否
か
に
か
か
わ
ら

ず
、
通
常
診
療
所
が
不
能
に
陥

っ
た
被
災
地
域
の
す
べ
て
の
医

療
機
関
を
対
象
に
診
療
報
酬
の

概
算
請
求
を
認
め
る
よ
う
求
め

た
の
に
対
し
、
厚
労
省
は
、
概

算
請
求
を
認
め
る
29
日
付
事
務

連
絡
を
通
知
し
た
。

　

今
回
の
大
震
災
で
は
、
被
害

の
規
模
か
ら
も「
阪
神
・
淡
路
」

を
上
回
る
、
十
分
か
つ
迅
速
な

公
的
補
償
・
助
成
が
不
可
欠
だ
。

広
川
理
事
ら
が

宮
城
・
仙
台
に

　

３
月
19
日
か
ら
21
日
に
か
け

て
、
協
会
の
広
川
恵
一
理
事
と

足
立
俊
彦
・
横
山
哲
朗
両
事
務

局
員
が
、
和
歌
山
協
会
の
小
野

田
幸
男
理
事
、
上
野
佳
男
事
務

局
長
ら
と
共
に
、
被
災
地
へ
か

け
つ
け
た
。
仙
台
市
の
避
難
所

や
宮
城
協
会
事
務
局
を
訪
れ
、

医
療
支
援
や
被
災
状
況
・
ニ
ー

ズ
集
約
に
努
め
た
。

　

宮
城
協
会
で
は
、
北
村
龍
男

・
宮
城
協
会
会
長
や
野
地
俊
一

事
務
局
長
ら
か
ら
、
会
員
医
療

機
関
の
被
災
状
況
や
会
員
安
否

な
ど
の
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。

宮
城
県
庁
も
訪
問
し
、
県
保
険

福
祉
部
医
療
整
備
課
地
域
医
療

班
の
職
員
や
災
害
医
療
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
ら
と
被
災
地
の
課

題
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ

た
。

　

避
難
所
と
な
っ
て
い
る
吉
田

小
学
校
や
天
真
小
学
校
、
坂
総

合
病
院
な
ど
も
訪
問
。
広
川
理

事
は
被
災
住
民
一
人
ひ
と
り
に

声
を
か
け
、
健
康
状
態
の
確
認

や
必
要
に
応
じ
て
投
薬
を
行
っ

た
（
写
真
。
３
面
に
広
川
理
事

と
上
田
耕
蔵
評
議
員
の
被
災
地

報
告
を
掲
載
）。

　

高
橋
議
員
は
、「
請
願
は
責
任

を
持
っ
て
引
き
受
け
る
」「
実

現
で
き
る
か
で
は
な
く
、
目
標

を
持
っ
て
進
む
べ
き
。
与
党
に

な
っ
て
〝
で
き
な
い
病
〞
に
か

か
っ
て
い
る
。
住
民
の
意
見
を

国
会
に
届
け
る
責
任
が
あ
る
」

と
、
国
会
で
の
請
願
紹
介
を
快

諾
。
山
下
議
員
も
「
患
者
負
担

改
善
や
国
民
健
康
保
険
差
し
押

さ
え
問
題
な
ど
、
医
療
現
場
か

ら
の
要
請
を
受
け
、
全
力
で
頑

張
っ
て
い
る
」と
力
を
込
め
た
。

田
中
議
員
は
当
日
不
在
だ
っ
た

が
、
秘
書
が
請
願
署
名
を
「
紹

介
し
ま
す
」
と
受
け
取
っ
た
。

　

こ
の
他
、
浜
本
宏
衆
院
議
員

（
民
主
）
は
「
厳
し
い
財
政
事

情
だ
が
、『
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か

ら
人
へ
』
の
方
針
は
ず
っ
と
根

底
に
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　

室
井
秀
子
衆
院
議
員
（
民

主
）
は
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関

し
て
、「
兵
庫
が
全
国
の
先
駆

吉岡正雄副理事長（①左）と正木茂博理事
（同右）が高橋昭一衆院議員（同中央）と
山下芳生参院議員（②中央）、田中康夫衆
院議員に署名を提出

避難所で母親から病状を聞き、男児を診察する広川理事
（３月20日、仙台市・岡田小学校）

　

東
日
本
大
震

災
、
猛
烈
な
破
壊

力
だ
。
以
前
プ
ー

ケ
ッ
ト
島
の
地
震

の
と
き
、
津
波
の

恐
ろ
し
さ
が
何
度
も
放
映
さ

れ
、
初
め
て
そ
の
恐
ろ
し
さ
を

知
っ
た
人
も
多
い
。
日
本
で
も

海
岸
沿
い
の
街
で
は
避
難
訓
練

が
行
わ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
し
、

地
震
速
報
時
に
必
ず
津
波
に
関

す
る
情
報
が
流
さ
れ
る
。
し
か

し
、
こ
の
大
津
波
被
害
だ
。

〝tsunam
i

〞
と
し
て
国
外
で

も
通
用
す
る
ほ
ど
だ
っ
た
の
に

残
念
だ
▼
こ
の
季
節
、
町
の
ど

こ
か
ら
と
も
な
く
、
う
ま
い
香

り
が
漂
っ
て
く
る
。
イ
カ
ナ
ゴ

の
く
ぎ
煮
だ
。
今
は
ず
い
ぶ
ん

下
火
と
な
っ
た
が
、
以
前
は
一

人
で
10
キ
ロ
、
20
キ
ロ
煮
た
と

自
慢
げ
な
顔
が
眼
に
浮
か
ぶ
。

こ
の
作
業
の
合
間
に
受
診
す
る

お
ば
ち
ゃ
ん
は
、
全
身
粘
つ
く

ぐ
ら
い
こ
の
香
り
に
ま
み
れ
て

い
る
。
ス
ー
パ
ー
で
も
、
こ
の

季
節
に
は
醤
油
売
り
場
に
ザ
ラ

メ
と
土
生
姜
が
一
緒
に
売
ら
れ

て
い
る
▼
イ
カ
ナ
ゴ
の
く
ぎ

煮
、
ず
い
ぶ
ん
昔
か
ら
の
地
方

の
名
物
と
思
い
き
や
意
外
と
歴

史
は
浅
く
、
垂
水
区
塩
屋
に
始

ま
る
。
傷
み
や
す
い
イ
カ
ナ

ゴ
、
い
ろ
い
ろ
試
行
錯
誤
し
て

佃
煮
に
し
た
。
60
年
代
垂
水
漁

協
の
組
合
長
が「
く
ぎ
煮
」と
名

づ
け
ら
れ
、
一
般
家
庭
に
広
が

っ
た
と
の
こ
と
▼
こ
の
香
り
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
後
の
ほ

こ
り
っ
ぽ
い
、
そ
し
て
燻
さ
れ

た
よ
う
な
匂
い
の
思
い
出
が
蘇

っ
て
く
る
。近
年
、イ
カ
ナ
ゴ
の

収
穫
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

水
温
水
質
、
そ
し
て
き
れ
い
な

砂
地
と
い
う
条
件
が
必
要
。
特

に
海
水
温
の
上
昇
は
収
穫
量
と

密
接
に
関
係
し
て
い
る
と
。
某

研
究
者
が
述
べ
た
こ
と
、〝
原

子
力
発
電
所
は
海
水
温
め
装
置

だ
〞。今
回
の
原
発
事
故
は
温
度

問
題
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
問

題
提
起
と
な
る
だ
ろ
う
。 （
無
）

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事
東日本大震災特集 ３面

６面歯科定例研より
閉塞性睡眠時無呼吸症候群（下）

研
面
究

西播で子ども医療費助成の拡充相次ぐ ２面

●①

●②

　

協
会
・
保
団
連
は
３
月
10
日

に
国
会
要
請
行
動
を
実
施
。
吉

岡
正
雄
副
理
事
長
、
正
木
茂
博

理
事
が
参
加
し
、「
患
者
負
担

大
幅
軽
減
」（
１
万
４
４
８
５

筆
）
と
「
消
費
税
増
税
の
中
止

と
医
療
等
へ
の
ゼ
ロ
税
率
適

用
」（
４
３
９
筆
）
の
請
願
署

名
を
、
高
橋
昭
一
衆
院
議
員

（
民
主
）、
山
下
芳
生
参
院
議

員
（
共
産
）、
田
中
康
夫
衆
院

議
員
（
新
党
日
本
）
に
提
出
し

た
。「
お
金
が
な
く
て
も
医
療

を
受
け
た
い
」「
今
の
経
営
状

況
で
消
費
税
増
税
な
ら
や
っ
て

い
け
な
い
」
と
い
う
患
者
・
協

会
会
員
の
切
実
な
思
い
が
詰
ま

っ
た
請
願
を
今
国
会
に
提
出
し

て
も
ら
う
。

け
に
な
ろ
う
と
し

て
い
る
こ
と
に
危

惧
を
抱
い
て
い

る
」
と
話
し
た
。

　

辻
泰
弘
参
院
議

員
（
民
主
）
は

「
経
産
省
の
や
り

方
は
問
題
。『
公

的
保
険
依
存
か
ら

の
脱
却
』
な
ど
保

険
外
し
な
ど
が
目

論
ま
れ
て
い
る
」

と
し
た
。

　

厚
労
省
は
、
東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
医
療

費
一
部
負
担
金
に
つ
い
て
、
免
除
対
象
者
を
大

幅
に
広
げ
る
事
務
連
絡
を
３
月
23
日
付
で
都
道

府
県
に
追
加
通
知
し
た
（
３
面
掲
載
）。
被
災

者
全
員
の
免
除
を
求
め
た
兵
庫
協
会
の
要
請

（
本
紙
前
号
既
報
）
が
一
部
実
現
し
た
も
の
。

協
会
は
引
き
続
き
、
被
災
し
た
民
間
医
療
機
関

へ
の
速
や
か
な
再
建
の
た
め
の
公
的
助
成
と
３

月
分
以
降
の
診
療
報
酬
概
算
請
求
実
施
を
求
め

る
要
請
書
を
政
府
に
送
付
。
16
年
前
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
経
験
や
教
訓
を
、
死
者
数
１
万

人
を
超
え
る
未
曽
有
の
大
災
害
の
被
災
地
支
援

に
活
か
す
べ
く
全
力
を
あ
げ
て
い
る
。

被災地での生活と医療と看護

緊急重版！ 兵庫県保険医協会／
西宮・芦屋支部　編

第
１
章　

看
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら

の
学
び
／
第
２
章　

被
災
地
で
の
開

業
医
の
課
題
／
第
３
章　

阪
神
・
淡

路
大
震
災
15
年
の
集
い
〜
被
災
地
の

生
活
・
暮
ら
し
、
防
災
と
減
災
の
視

点
、
災
害
時
の
医
療
と
対
策

発行　クリエイツかもがわ、会員頒価　
1,500円（送料込）、ご注文は、☎078－
393－1809 協会事務局まで

避けられる死をなくすために
救
援
募
金
に
ご
協
力
を

振
込
用
紙
を
本
紙
同
封
会
員
医
療
機
関
の

再
建
に
充
て
ま
す

緊急特別研究会

日時　４月16日（土）16時～18時
会場　協会会議室
講師　明和病院放射線科技師長
　　　診療放射線技師
　　　樽岡　照知先生
主催　協会研究部、薬科部、
　　　西宮・芦屋支部

放射性物質の基礎
～放射線障害と防御（仮）

お申し込み、お問い合わせは、
☎078－393－1809　岡林まで

請願署名請願署名  高橋･山下･田中３氏が紹介、提出へ 高橋･山下･田中３氏が紹介、提出へ

「患者負担軽減」「消費税増税中止」「患者負担軽減」「消費税増税中止」

春の共済制度、普及受付開始中！春の共済制度、普及受付開始中！

（５面に広告）（５面に広告）

「保険医年金」「グループ保険」「保険医年金」「グループ保険」
「所得補償保険」「所得補償保険」

対象者拡大が実現対象者拡大が実現対象者拡大が実現対象者拡大が実現
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会
員
訃
報

　４月の統一地方選挙にあたっての開業保
険医の要求（案）を掲載する。

統一地方選挙にあたっての統一地方選挙にあたっての
開業保険医の要求（案）開業保険医の要求（案）

 2011年３月　兵庫県保険医協会

１、医療･福祉制度を拡充すること
　①2009年度から行われている老人医療費
助成制度の改悪を中止し、65歳以上の高齢
者は１割負担となるよう医療保険制度との
差額を助成すること（65歳以上75歳未満ま
で拡大し、自己負担額は75歳以上の１割負
担と同程度とすること）。所得制限を元に
戻すこと
　②国保への一般会計からの繰り入れを増
やし、高すぎる保険料（税）を是正するこ
と
　③国民健康保険法44条について、柔軟に
運用を行うこと
　④2012年度から県が行うとしている乳幼
児医療費助成制度や子ども医療費助成制
度、重度障害者医療費助成制度の所得制限
の「世帯合算」による判定をやめ、所得制
限をなくすこと
　⑤入院給食費助成を元に戻すこと
　⑥福祉医療対象者の薬局における患者負
担を廃止すること
　⑦予防接種事業は原則無料とし、全員が
平等に受けられるようにすること
　⑧介護保険制度の保険料・利用料につい
て独自の減免制度をもうけること。マンパ
ワーの増員や特別養護老人ホームの増設、
在宅ケアのための住宅改善などを行うこと

２、開業保険医が十分な診療をできるように
　①保険診療に関する監督責任のある県と
して、次のことに留意すること。審査・指
導は「行政手続法」の趣旨にもとづき行わ
せること。主治医の裁量権を尊重し、医学
・医療内容を無視した経済審査や強権的指
導・監査を是正すること。事務職員による
医療内容の点検関与、レセプト点検の民間
委託はやめさせること
　②医療廃棄物処理について公費助成を行
うこと
　③看護師・助産師・介護福祉士の不足を
解消するための施策を実施すること
　④成人歯科検診や妊産婦歯科検診など、
歯科における予防制度を確立し、県下全自
治体に歯科検診・予防活動のセンターとな
る口腔衛生センターを設立すること
　⑤国に対して医療機関への事業税非課税
措置の撤廃を求めず、医療機関の公益性を
認めて非課税措置を堅持すること

３、公的医療機関の機能を充実すること
　①県立病院は引き続き県立・県営での拡
充を行うこと
　②県立病院の職員削減計画をやめ、一般
会計からの補助金を増額すること
　③県立尼崎病院と県立塚口病院の統廃合
については、基本計画通り小児救急や周産
期医療を充実させた病院を建設すること。
県立塚口病院の跡地に有床の医療機関を設
置すること
　④県立こども病院のポートアイランド移
転と「アジアの小児医療の拠点」化を行わ
ず、現地改修を行い、県民本位の小児医療

イ
ン
し
ろ
』
と
言
う
べ
き
」
な

ど
と
も
発
言
し
た
。
枝
野
官
房

長
官
は
米
側
と
の
信
頼
関
係
か

ら
発
言
内
容
を
照
会
し
な
い
考

え
。

◇
運
動
対
策　

①
保
団
連
国
会

要
請
行
動
（
３
／
10
）
で
は
、

患
者
負
担
軽
減
等
の
署
名
１
４

４
８
５
筆
と
消
費
税
署
名
４
３

９
筆
を
紹
介
承
諾
議
員
３
氏

（
山
下
芳
生
、
高
橋
昭
一
、
田

中
康
夫
）
に
提
出
。
②
医
療
ツ

ー
リ
ズ
ム
対
策
と
し
て
、
川
島

県
医
師
会
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
。
月
刊
保
団
連
に
武
村
副
理

事
長
が
執
筆
。

◇
税
務
経
営
部　

保
団
連
提
案

の
国
税
通
則
法
「
改
正
」
案
の

見
直
し
を
求
め
Ｆ
Ａ
Ｘ
要
請
に

一
部
分
修
正
の
上
協
力
す
る
。

◇
東
日
本
大
震
災
対
策　

募
金

・
事
務
局
派
遣
な
ど
を
行
う
。

◇
理
事
会
特
別
討
論　

「
Ｔ
Ｐ

Ｐ
加
盟
が
医
療
に
及
ぼ
す
問

題
」
加
藤
副
理
事
長
が
報
告
。

 

（
３
月
12
日
理
事
会
よ
り
）

◇
出
席　

29
人

◇
情
勢　

①
兵
庫
県
は
神
戸
市

の
要
請
に
応
え
る
形
で
、
県
立

こ
ど
も
病
院
の
神
戸
・
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
へ
の
移
転
を
検

討
。
②
全
日
本
民
医
連
は
、
加

盟
事
業
所
で
国
保
保
険
料
を
滞

納
し
「
無
保
険
」
状
態
に
な
っ

た
り
、
窓
口
負
担
を
払
え
ず
に

受
診
が
遅
れ
、
死
亡
し
た
人
が

24
都
道
府
県
で
71
人
に
上
っ
た

と
発
表
。
05
年
の
調
査
開
始
以

来
最
多
に
。
兵
庫
県
の
４
人
死

亡
は
全
国
で
最
多
。
③
米
国
務

省
の
メ
ア
日
本
部
長
が
昨
年
末

に
米
国
で
行
っ
た
講
義
で
、
沖

縄
に
つ
い
て
、
日
本
政
府
に
対

す
る
「
ご
ま
か
し
と
ゆ
す
り
の

名
人
」「
怠
惰
で
ゴ
ー
ヤ
ー
も

栽
培
で
き
な
い
」
な
ど
と
発

言
。「
日
本
政
府
は
沖
縄
県
知

事
に
『
お
金
が
欲
し
い
な
ら
サ

　

た
つ
の
市
・
相
生
市
・
宍
粟

市
・
赤
穂
市
の
西
播
４
市
の
２

０
１
１
年
度
予
算
で
、
子
ど
も

医
療
費
の
無
料
化
が
拡
充
さ
れ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

（
表
）。
子
育
て
支
援
を
政
策
の

軸
に
据
え
、
子
ど
も
の
医
療
費

無
料
を
拡
大
す
る
市
町
が
広
が

っ
て
い
る
。

　

た
つ
の
市
・
相
生
市
・
赤
穂

市
は
、
入
院
・
通
院
と
も
中
学

３
年
生
ま
で
医
療
費
が
無
料
に

な
る
。
宍
粟
市
は
通
院
が
小
学

６
年
生
ま
で
、
入
院
が
中
学
３

年
生
ま
で
無
料
に
拡
充
さ
れ

る
。
た
つ
の
市
・
宍
粟
市
で

は
、
所
得
制
限
も
撤
廃
す
る
。

　

入
院
・
通
院
と
も
中
学
３
年

生
ま
で
無
料
の
市
町
は
、
西
宮

市
・
小
野
市
・
福
崎
町
と
あ
わ

せ
、
兵
庫
県
下
で
６
市
町
と
な

る
。
小
野
市
・
た
つ
の
市
は
、

所
得
制
限
も
設
け
な
い
完
全
無

料
化
。

　

協
会
の
姫
路
・
西
播
支
部
も

参
加
す
る
西
播
社
会
保
障
推
進

協
議
会
（
西
播
社
保
協
）
は
、

秋
の
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
な
ど

で
懇
談
を
重
ね
、
子
ど
も
医
療

費
の
無
料
化
を
要
望
し
て
お

り
、
そ
の
成
果
と
い
え
る
。

　

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度

は
、
県
の
助
成
制
度
に
市
町
が

独
自
で
上
乗
せ
す
る

形
で
実
施
す
る
も
の

で
、
上
乗
せ
分
は
市

町
の
負
担
と
な
る
。

兵
庫
県
は
、
子
ど
も

医
療
費
助
成
の
対
象

を
、
通
院
に
つ
い
て

小
３
か
ら
小
６
ま
で

に
拡
大
し
た
が
、
一

方
で
所
得
制
限
見
直

し
に
よ
る
対
象
者
削

減
を
１
年
後
に
実
施

予
定
。
協
会
は
こ
の

撤
回
お
よ
び
、
県
制

度
の
充
実
を
求
め
て

い
る
。

表　姫路･西播地域11市町の子どもの医療費無料実施状況
 （2011年度予算案）

通　　院 入　　院 所得制限
姫 路 市 ２歳 ２歳 なし
宍 粟 市 小６ 中３ なし
たつの市 中３ 中３ なし
相 生 市 中３ 中３ あり
赤 穂 市 中３ 中３ あり
神 河 町 就学前 就学前 あり

市 川 町 ３歳になって
最初の３月末

３歳になって
最初の３月末 あり

福 崎 町 中３ 中３ あり
太 子 町 独自助成なし 中３ あり
佐 用 町 就学前 就学前 あり
上 郡 町 就学前 就学前 あり

※ 県制度は、〈通院〉小６まで１医院１薬局あたり１
日800円、月２回（1600円）まで自己負担、〈入院〉小
３まで、１割負担で月3200円まで自己負担。小４～
中３は自己負担の３分の１を助成
※ゴシック文字は、2011年度から拡充予定

　

３
月
12
日
、
協
会
は
理
事
会

特
別
討
論
を
行
っ
た
。「
Ｔ
Ｐ

Ｐ
加
盟
が
医
療
に
及
ぼ
す
問

題
」
を
テ
ー
マ
に
、
加
藤
擁
一

副
理
事
長
・
政
策
部
長
が
報
告

し
、
討
論
を
行
っ
た
。

　

加
藤
副
理
事
長
は
、
菅
首
相

が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的

経
済
連
携
協
定
）
参
加
を
「
平

成
の
開
国
だ
」
な
ど
と
し
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
、「
日
本
の

関
税
率
は
３
・
３
％
で
あ
り
、

ア
メ
リ
カ
の
３
・
９
％
、
Ｅ
Ｕ

の
４
・
４
％
、
韓
国
の
８
・
９

％
と
比
べ
て
も
非
常
に
低
い
」

と
述
べ
、「
日
本
に
こ
れ
以
上

の
開
国
は
必
要
な
い
。
む
し

ろ
、
各
国
は
関
税
で
自
国
の
産

業
を
守
っ
て
い
る
」
と
述
べ

た
。

　

ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
を
表

明
し
て
い
る
国
の
う
ち
、
日
本

と
ア
メ
リ
カ
の
経
済

規
模
が
90
％
以
上
を

占
め
る
こ
と
な
ど
を

示
し
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は

事
実
上
の
日
米
自
由

貿
易
協
定
だ
」
と
解

説
し
た
。

　

さ
ら
に
「
小
泉
構

造
改
革
の
際
に
も
、

裏
に
は
ア
メ
リ
カ
の

対
日
要
求
が
あ
っ

た
」
と
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
で
ア
メ
リ
カ
か

ら
日
本
へ
の
規
制
緩

和
圧
力
が
さ
ら
に
強

く
な
り
、「
混
合
診

療
の
全
面
解
禁
や
株

式
会
社
に
よ
る
医
療

機
関
運
営
な
ど
が
行
わ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
」
と
、
医
療
分
野

へ
の
影
響
に
つ
い
て
も
警
鐘
を

鳴
ら
し
た
。

　

討
論
で
は
、
参
加
し
た
理
事

か
ら
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
ア
メ
リ
カ
の

中
国
封
じ
込
め
政
策
と
し
て
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

◇
歯
科
医
師

◇
常
勤
、
ア
ル
バ
イ
ト
可

（
住
宅
あ
り
）

◇
勤
務
地　

伊
丹
市
ま
た

は
神
戸
市
北
区

◇
条
件　

委
細
相
談
の
上

◇
お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
078―

393―

１
８
０
９

協
会
事
務
局
・
松
村
ま
で

西
播
４
市

理事会特別討論「ＴＰＰ」

事実上の日米事実上の日米
自由貿易協定自由貿易協定

求　
　

人

求　
　

人

を引き続き行うこと
　⑤公立病院の無理な集約化の促進をや
め、医療関係者と住民、地元行政の合意を
尊重すること。医師を確保するため直接的
な助成を行うこと
　⑥結核の治療、検査体制を整備すること
　⑦神戸市と兵庫県は国に提案する「ひょ
うご神戸医療・サイエンス国際特区」で、
医療の安全性をないがしろにする「高度医
療に関する権限の委譲」や医療の産業化に
つながる規制緩和を盛り込んだ申請を行わ
ないこと
　⑧医療の産業化を進める医療ツーリズム
やＴＰＰ参加に反対し、粒子線医療センタ
ーを医療ツーリズムに利用しないこと。医
療ツーリズムを前提としたＫＩＦＭＥＣ病
院の法人設立認可を行わないこと

４、震災復興要求
　①東日本大震災の被災者支援に全力を尽
くすこと
　②東日本大震災被災者の生活再建を国の
責任ですすめるよう要求すること
　③被災者生活再建支援法の改正を踏ま
え、阪神・淡路大震災被災者の暮らし再建
・救済のために特例措置を講ずること
　④災害援護資金、各種震災関連融資の返
済条件を緩和すること
　⑤被災者生活再建支援法の支援限度額引
き上げ、半壊・一部損壊世帯・住宅店舗へ
の適用拡大、災害規模による適用条件の廃
止を国に求めること
　⑥民間医療機関の耐震診断、耐震補強に
助成すること
　⑦借り上げ復興住宅から被災者を追い出
さないこと

５、不必要な公共事業をやめること
　①赤字の但馬空港や批判のつよい神戸空
港など無駄な公共事業への支出を抜本的に
見直すこと
　②関空―神戸空港間の海底トンネルや播
磨臨海地域道路などの無駄な公共事業計画
を抜本的に見直すこと

６、県民のくらしと平和、民主主義を守ること
　①非核自治体宣言を行うこと
　②非核神戸方式を全国に広げることに努
力すること

７、国にむかって要求すること
　①国民皆保険制度の崩壊を招く混合診療
や株式会社による医療機関運営に反対する
こと。診療報酬を改善するよう要求するこ
と
　②国庫負担を削減する医療制度改悪に反
対し、国と企業の負担で医療保険制度の再
建を要求すること
　③窓口負担を子どもとお年寄りは無料
に、現役世代もせめて２割にするよう要求
すること
　④医師不足を解消するため、医学部の定
員の抜本増と教育体制の充実を要求するこ
と
　⑤消費税の増税に反対すること。医療を
はじめとする生活必需品へのゼロ税率適用
を要求すること
　⑥国が進める国保の広域化に反対し、国
庫負担の抜本的引き上げを求めること
　⑦国が進める新しい高齢者医療制度導入
に反対し、老健制度にいったん戻すこと

ＴＰＰの問題点について活発な議論が交された

津
田　
　

毅
先
生

丹
波
市　

外
・
内
科

２
月
23
日　

65
歳

松
岡　

實
彌
先
生

宝
塚
市　

内
科

２
月
27
日　

78
歳

船
曳　

隆
之
先
生

灘
区　

耳
鼻
咽
喉
科

３
月
12
日　

81
歳

三
村　

文
男
先
生

長
田
区　

皮
・
泌
科

３
月
15
日　

90
歳

松
本　

精
二
先
生

宝
塚
市

産
婦･

内･

小
科

３
月
17
日　

享
年
76
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

子ども医療費無料化子ども医療費無料化
大きく前進大きく前進



２０１１年(平成２３年)４月５日(毎月３回５・15・25日発行) 兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可) 第１６５１号（３）

る
。

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
で
は
震
災

対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
た
。
大

地
震
・
大
津
波
・
原
子
炉
事
故

に
よ
る
大
規
模
災
害
か
ら
３
週

間
近
く
た
つ
今
も
余
震
・
地
震

が
続
い
て
い
る
。
被
災
地
の
方

々
、
友
人
・
知
人
た
ち
の
懸
命

の
努
力
に
、
支
部
で
は
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
真
っ
た
だ
中

で
、
全
国
か
ら
の
協
力
を
得
た

こ
と
を
思
い
、
連
携
を
図
っ
て

い
き
た
い
。
多
く
の
人
た
ち
か

ら
の
「
何
か
で
き
る
こ
と
を
」

の
思
い
を
具
体
化
す
る
役
割
が

あ
る
。
支
部
で
は
４
月
16
日
に

緊
急
特
別
研
究
会
「
放
射
線
障

害
と
防
御
」
を
開
く
。

　

兵
庫
県
保
険
医
協
会
と
協
会

西
宮
・
芦
屋
支
部
編
著
の
「
被

災
地
で
の
生
活
と
医
療
と
看

護
」
を
本
年
１
月
14
日
に
１
５

０
０
部
発
行
し
、
既
に
在
庫
払

底
の
と
こ
ろ
、
発
行
所
の
「
ク

リ
エ
イ
ツ
か
も
が
わ
」
か
ら
、

「
震
災
の
後
方
支
援
活
動
」
の

一
環
と
し
て
増
刷
の
提
案
を
い

た
だ
き
３
月
24
日
１
０
０
０
部

増
刷
さ
れ
た
。
被
災
地
に
役
立

て
た
い
。

　

被
災
の
影
響
は
ホ
ル
モ
ン
剤

・
漢
方
製
剤
・
経
腸
栄
養
剤
な

ど
に
は
じ
ま
り
、
全
国
の
医
療

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
。
東
北
地
方
は
沿
岸
部
の
漁

業
を
は
じ
め
、
産
業
機
器
や
医

薬
品
な
ど
日
本
の
産
業
の
要
の

部
分
を
大
き
く
担
っ
て
い
る
。

国
民
か
ら
の
期
待
が
、
復
興
を

大
き
く
支
え
る
力
に
な
る
。
同

時
に
東
北
・
地
域
の
文
化
を
保

つ
か
ら
こ
そ
の
復
興
が
期
待
さ

れ
る
。

　

宮
城
協
会
・
北
村
龍
男
会
長

・
野
地
俊
一
事
務
局
長
、
保
団

連
住
江
憲
勇
会
長
、
選
定
し
た

医
薬
品
な
ど
短
時
間
で
揃
え
て

い
た
だ
い
た
大
阪
府
保
険
医
協

同
組
合
の
方
々
は
じ
め
多
く
の

方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

震
災
後
の
疾
病
悪
化
な
ど
で
亡

く
な
っ
た
震
災
関
連
死
を
数
多

く
生
ん
で
し
ま
っ
た
。

　

今
回
の
震
災
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
供
給
が
絶
た
れ
た
の
が
特
徴

だ
。
ガ
ソ
リ
ン
不
足
な
ど
で
救

助
に
入
れ
ず
助
け
を
待
っ
た
ま

ま
寒
さ
で
亡
く
な
っ
た
方
、
停

電
で
吸
引
等
必
要
な
医
療
を
施

せ
な
か
っ
た
方
な
ど
、
被
災
後

１
週
間
で
従
来
の
震
災
で
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
関
連
死
が
数
多

く
起
こ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

坂
総
合
病
院
で
は
４
、
５
日

後
に
は
避
難
所
か
ら
の
患
者
が

増
え
た
。
高
齢
者
が
中
心
だ
っ

た
。
感
染
症
（
肺
炎
）、
脱

水
、
脳
卒
中
、
虚
血
性
心
疾

患
、
低
体
温
の
人
が
来
た
。
低

体
温
の
多
さ
は
、
従
来
の
震
災

で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
現
象

だ
。
灯
油
不
足
で
暖
房
が
な
く

毛
布
も
満
足
に
な
い
な
か
、
体

温
が
20
度
台
の
患
者
が
、
病
院

の
救
急
に
20
〜
30
人
運
ば
れ
、

う
ち
３
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
。

　

看
護
師
と
事
務
職
員
と
チ
ー

ム
で
坂
総
合
病
院
の
近
く
の
避

難
所
を
回
っ
た
。
か
ぜ
が
流
行

っ
て
お
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も

発
生
し
て
い
た
。
病
気
を
も
っ

た
高
齢
者
が
多
く
、
未
だ
に
薬

を
も
ら
っ
て
い
な
い
人
も
い

た
。ま
た
、70
歳
女
性
の
方
が
大

動
脈
瘤
破
裂
で
急
死
さ
れ
た
。

　

今
、
必
要
な
こ
と
は
感
染
症

対
策
だ
。
寒
さ
対
策
と
マ
ス
ク

着
用
。
手
洗
い
と
歯
磨
き
も
重

要
だ
。
高
齢
者
は
誤
嚥
性
肺
炎

が
多
い
が
、
歯
磨
き
を
し
て
口

腔
内
を
清
潔
に
保
つ
と
肺
炎
は

減
る
。
そ
し
て
何
よ
り
皆
が
水

と
食
料
を
安
心
し
て
と
れ
る
環

境
づ
く
り
だ
。
震
災
か
ら
２
週

間
以
上
経
つ
が
、
避
難
所
に
ま

だ
食
料
が
満
足
に
届
い
て
い
な

い
。
水
道
は
復
旧
し
た
が
、
下

水
道
が
故
障
し
、
ト
イ
レ
の
使

用
を
減
ら
そ
う
と
水
分
補
給
を

控
え
、
膀
胱
炎
に
な
っ
た
方
も

い
た
。

　

悪
化
す
る
可
能
性
の
あ
る
人

た
ち
を
早
期
に
発
見
し
、
医
療

機
関
に
か
か
れ
る
体
制
作
り
を

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
か
か
り
つ
け
医
を
失
い
、

不
安
を
抱
え
て
い
る
慢
性
疾
患

の
人
を
ど
う
フ
ォ
ロ
ー
す
る
か

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
あ
る
方

は
、
処
方
が
変
わ
り
、
６
錠
の

薬
が
３
錠
に
な
っ
た
た
め
、
飲

み
方
が
分
か
ら
ず
混
乱
し
て
い

た
。
そ
れ
か
ら
避
難
生
活
が
困

難
に
な
っ
た
要
介
護
高
齢
者
は

緊
急
保
護
す
る
こ
と
。

　

医
療
関
係
者
・
行
政
・
避
難

所
ス
タ
ッ
フ
が
協
力
し
て
、
被

災
者
の
健
康
状
態
に
気
を
配

り
、
震
災
関
連
死
を
防
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　東日本大震災の被災者については、当面５
月末までは、一部負担金等（入院時食事療養
費・入院時生活療養費に係る標準負担額、訪
問看護療養費に係る自己負担額）が免除にな
ります（厚労省事務連絡　３月23日）。
　また、公費負担医療についても、受給者証
等の提示がない場合、指定医療機関でない場
合でも取り扱いできます。
　一部負担金等を免除した場合のレセプトの
記載方法については、次号に記載します。
　対象者については、当初の通知から新たに
「業務を廃止又は休止した方」「失職し、現
在収入がない方」などが追加になり、範囲が
広げられました。これら①～⑥までの条件を
活かして、被災者救援のために広く解釈して
いくことが必要です。
　なお、現在出されている内容では不十分で
あり、協会ではすべての被災者を対象とする
ことを要請しています。

１．対象者
（１）（２）のいずれにも該当する方
（１）下記に住所を有する被保険者および被
扶養者
①岩手県：全34市町村／宮城県：全35市町村
／福島県：福島、会津若松、郡山、いわき、
白河、須賀川、喜多方、相馬、二本松、田
村、南相馬、伊達、本宮各市。伊達郡桑折
町、伊達郡国見町、伊達郡川俣町、安達郡大
玉村、岩瀬郡鏡石町、岩瀬郡天栄村、耶麻郡
磐梯町、耶麻郡猪苗代町、河沼郡会津坂下
町、河沼郡湯川村、大沼郡会津美里町、西白
河郡西郷村、西白河郡泉崎村、西白河郡中島
村、西白河郡矢吹町、東白川郡棚倉町、東白
川郡矢祭町、石川郡石川町、石川郡玉川村、
石川郡平田村、石川郡浅川町、石川郡古殿
町、田村郡三春町、田村郡小野町、双葉郡広
野町、双葉郡楢葉町、双葉郡富岡町、双葉郡
川内村、双葉郡大熊町、双葉郡双葉町、双葉
郡浪江町、双葉郡葛尾村、相馬郡新地町、相
馬郡飯舘村／青森県：八戸市、上北郡おいら
せ町／茨城県：水戸、日立、土浦、石岡、龍
ヶ崎、下妻、常総、常陸太田、高萩、北茨
城、笠間、取手、牛久、つくば、ひたちな
か、鹿嶋、潮来、常陸大宮、かすみがうら、
桜川、神栖、行方、鉾田、つくばみらい、小
美玉各市。東茨城郡茨城町、東茨城郡大洗町、
東茨城郡城里町、那珂郡東海村、久慈郡大子

町、稲敷郡阿見町、那珂市、稲敷郡美浦村、
稲敷郡河内町／栃木県：宇都宮市／千葉県：
旭市、香取市、山武市・山武郡九十九里町
②長野県：下水内郡栄村／新潟県：十日町
市、上越市または中魚沼郡津南町
（地震の発生以後、①および②の適用市町村
から他の市町村に転入した場合を含む）
（２）次のいずれかの申し立てをした方
①住家が全半壊、全半焼またはこれに準ずる
被災をした方
②主たる生計維持者が死亡または重篤な傷病
を負った方
③主たる生計維持者が行方不明である方
④主たる生計維持者が業務を廃止または休止
した方
⑤主たる生計維持者が失職し、現在収入がな
い方
⑥原子力災害対策特別措置法による、避難の
ための立退きに係る内閣総理大臣の指示の対
象地域であるため避難または退避を行った方
（福島第１原発から半径30キロ圏内）

２．取扱期間
　当面５月までの診療分。
　ただし、１（２）③の場合は５月までのう
ち、主たる生計維持者の行方が明らかとなる
までの間に、１（２）⑥の場合は５月までの
うち、当該指示が解除されるまでの間に限る。

３．医療機関における確認等
（１）１（２）の申し立てをした方について
は、被保険者証等により、住所が１（１）の
市町村の区域であることを確認するととも
に、当該者の１（２）の申し立ての内容を診
療録の備考欄に簡潔に記録しておく。
　ただし、被保険者証等が提示できない場合
には、①健康保険法および船員保険法の被保
険者および被扶養者である場合には、氏名、
生年月日、被保険者の勤務する事業所名、住
所および連絡先、②国民健康保険法の被保険
者または後期高齢者医療制度の被保険者の場
合には、氏名、生年月日、住所および連絡先
（国民健康保険組合の被保険者については、
これらに加えて組合名）―を診療録に記録し
ておく。
（２）一部負担金等を免除した場合は、患者
負担分を含めて10割を審査支払機関等へ請求
する。

兵庫県保険医協会は第932回理事会で以下の声明を発表し関係機関に送付した。

福島第一原子力発電所事故に対する声明
―避難住民の健康管理に責任ある対応を―

　３月11日に起こった東日本大震災により、東京電力福島第一原子力発電所は、原子
炉の冷却機能が失われ、制御不能となった。地震から２週間以上たつが、事態は改善
の見込みがたっていない。原子炉周辺では高濃度の放射線量が観測され、関東地方で
も水道水や農産物から基準値以上の放射性物質が検出されており、広範囲・長期間に
わたる健康被害、環境汚染が予測される。未曾有の原発事故に対し、専門家の英知を
結集して、大量の放射性物質が外部に漏れる事態を防ぐことが緊急に求められている。
　こうした中、原発周辺で今も生活している屋内避難者及び避難所等に移った住民に
対する健康管理について、政府・東京電力が責任を持って行うよう強く求めるもので
ある。
　住民は、プルトニウムの危険性、放射線汚染状況などについて、充分な情報が開示
されず、不安を高めている。東京電力、原子力安全保安院を含め、不安に十分応えら
れるような正確かつ迅速な情報提供が不可欠である。
　ヨウ素剤の活用など、住民の被ばく拡大を防止し、被ばく者が適切な治療を受けら
れるようにせねばならない。また、病院から避難した患者の死亡、屋内待避とされた
30km圏内の地域の医療機関に充分な医薬品が届かないといった原発事故による二次
被害も起こっている。国民のいのちと健康を守る医療供給体制の構築が必要である。
　当会は、阪神・淡路大震災を経験したものとして、2007年の中越沖地震における柏
崎・刈羽原子力発電所の放射能漏れ事故の際、原子力発電所の地震対策について抜本
的是正を行うこと、原子力施設の防災・安全体制の調査・改善すること、原子力政策
の根本的見直すことを求めてきた。
　しかし、国は充分な検証を行わず、プルトニウム・ウラン混合物混合酸化物
（MOX）を再利用するプルサーマル発電も開始した。爆発の起きた３号機では、昨
年９月からプルサーマル発電が開始されており、燃料棒に含まれるプルトニウムが外
部に漏出すると、さらに重大な深刻な影響が及ぼされることとなる。
　地震大国日本で、電力を原子力発電に依存しない政策への見直しが必要である。
　この立場から、政府に対し、下記事項を要望する。

記
一、避難による二次被害も含め、住民に必要な検査・医療を提供すること。
一、今回の原発事故に関わるすべての情報を正確かつ迅速に公表すること。
一、 国内にある全ての原子力発電所の防災・安全対策を再調査・再検討し、早急に改
善策を講じること。

一、原子力発電所に依存しない電力政策へ根本から見直すこと。
 2011年３月26日　兵庫県保険医協会第932回理事会

　

東
北
・
関
東
の
友
人
た
ち
か

ら
被
災
状
況
が
伝
え
ら
れ
、
16

年
前
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

全
国
か
ら
支
援
を
い
た
だ
い
た

こ
と
か
ら
、
保
団
連
の
医
療
支

援
と
し
て
和
歌
山
協
会
小
野
田

幸
男
理
事
・
上
野
佳
男
事
務
局

長
と
、
当
協
会
の
横
山
哲
朗
・

足
立
俊
彦
事
務
局
員
と
保
団
連

の
医
薬
品
等
を
携
え
被
災
地
を

訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

訪
問
目
的
は
、
①
医
療
機
関

の
被
災
状
況
と
ニ
ー
ズ
を
知
る

②
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
比
較

し
て
被
災
地
の
課
題
を
検
討
す

る
③
避
難
所
で
の
診
療
援
助
④

地
元
で
の
拠
点
作
り
へ
の
協
力

―

な
ど
で
あ
っ
た
（
報
告
は
兵

庫
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
東

日
本
大
地
震
情
報
」）。
低
体
温

症
の
人
が
多
か
っ
た
と
い
う
報

告
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。

　

被
災
地
の
課
題
は
時
間
経
過

で
変
化
す
る
。
避
難
所
・
仮
設

住
宅
で
の
課
題
は
二
次
災
害
と

し
て
の
「
避
け
ら
れ
る
死
」
を

防
ぐ
こ
と
で
あ
る
。
看
護
の
役

割
が
重
要
で
あ
る
。「
発
災
時

の
救
援
活
動
か
ら
生
活
・
地
域

復
興
ま
で
第
一
の
担
い
手
は
一

貫
し
て
地
域
住
民
」
で
あ
り
、

そ
の
力
が
発
揮
で
き
る
こ
と
が

支
援
の
役
割
で
あ
る
。
被
災
地

で
は
家
屋
・
仕
事
を
失
う
だ
け

で
な
く
借
財
の
存
在
が
大
き
な

問
題
で
あ
り
配
慮
が
必
要
で
あ

る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
断
ら
な
い

で
そ
の
役
割
が
果
た
せ
る
よ
う

支
え
る
の
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

で
あ
り
、
支
援
者
は
被
災
地
の

方
々
の
話
を
聞
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。「
支
援
者
の
活
動
は

被
災
地
の
人
々
に
支
え
ら
れ
て

い
る
」
と
い
う
意
識
と
「
地
域

の
災
害
は
全
国
の
災
害
」
と
捉

え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
同

時
に
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地

震
へ
の
対
応
を
位
置
づ
け
た
現

在
の
震
災
対
策
が
必
要
で
あ

広
川　

恵
一
理
事　
（
西
宮
市
）

被
災
地
と
協
会
支
部
の
現
在
の
課
題

上
田　

耕
蔵
評
議
員　
（
長
田
区
）

震
災
関
連
死
を
防
ぐ
た
め
に

東日本大震災被災者の医療の取り扱い
申し立てによって一部負担金等は免除

特集
東日本
大震災

　

３
月
20
日
〜
21
日
に
保
団
連
の
医
療
支
援
と
し
て
被
災
地
の
宮

城
県
仙
台
市
へ
か
け
つ
け
た
広
川
恵
一
理
事
と
、
19
日
〜
22
日
に

全
日
本
民
主
医
療
機
関
連
合
会
の
医
療
支
援
隊
と
し
て
宮
城
県
塩

釜
市
に
入
っ
た
上
田
耕
蔵
評
議
員
（
長
田
区
、
神
戸
協
同
病
院
院

長
）
に
、
被
災
地
状
況
な
ど
報
告
を
い
た
だ
く
。
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薬
科
部
は
３
月
13
日
、
東

和
薬
品
株
式
会
社
大
阪
工
場

見
学
会
を
開
催
し
、
医
師
・

薬
剤
師
ら
８
人
が
参
加
し

た
。
参
加
者
の
感
想
文
を
紹

介
す
る
。

　

工
場
入
口
の
二
重
の
自
動

ド
ア
を
入
り
、
５
階
会
議
室

へ
。
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
①
工
場
概
要
の
説
明

（
工
場
長
様
の
説
明
お
よ
び

Ｄ
Ｖ
Ｄ
）、
②
製
造
工
程
の

説
明
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）、
③
工
場

見
学
、
④
質
疑
応
答
。

　

大
阪
工
場
は
、
ク
リ
ー
ン

な
環
境
下
で
高
品
質
の
製
品

を
製
造
し
て
い
る
こ
と
を
理

解
し
て
も
ら
う
目
的
で
、

「
魅
せ
る
工
場
」
と
し
て
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
私
服
で
見
学
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
（
着
替

え
不
要
）。

　

品
質
管
理
、
安
定
供
給
、

情
報
提
供
は
も
と
よ
り
、
先

発
医
薬
品
を
分
析
し
て
、
患

者
様
に
よ
り
優
し
い
新
し
い

も
の
を
研
究
・
技
術
開
発
し

て
い
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
て

い
ま
し
た
（
独
自
に
開
発
し

たRACTAB

が
一
例
）。

　

最
大
の
汚
染
源
は
人
間
と

考
え
て
、
リ
ス
ク
分
離
の
工

夫
と
し
て
、
製
造
エ
リ
ア
だ

け
で
は
な
く
、
原
材
料
の
搬

入
エ
リ
ア
か
ら
、
最
終
製
品

の
出
庫
ま
で
外
界
か
ら
遮
断

し
て
、
ク
リ
ー
ン
環
境
下
で

行
え
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
ク
リ
ー
ン
管
理

エ
リ
ア
で
あ
る
工
場
内
、
さ

ら
に
外
界
の
隔
絶
に
も
、
技

術
、
工
夫
、
管
理
体
制
強
化

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
打
錠
、

包
装
な
ど
の
固
形
製
剤
生
産

ラ
イ
ン
を
拝
見
し
、
最
新
鋭

の
製
造
機
械
導
入
、
効
率
的

で
高
度
な
製
造
環
境
な
ど
、

ま
さ
に
驚
き
の
連

続
で
し
た
。

　

重
ね
て
、
徹
底

的
な
品
質
管
理

（
Ｇ
Ｍ
Ｐ
へ
の
適

合
）
の
言
葉
通
り

に
、
定
時
的
に
製

造
工
程
上
で
製
品

の
チ
ェ
ッ
ク
を
行

え
る
シ
ス
テ
ム
も

組
み
込
ま
れ
て
い

ま
し
た
（
機
械
が

主
で
要
所
の
み
の

人
の
鑑
査
）。

　

そ
の
他
、
Ｍ
Ｒ

活
動
の
充
実
、
24

時
間
体
制
の
Ｄ
Ｉ
セ
ン
タ
ー

の
設
置
と
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
る
と
の
お
話
が
あ
り
、

薬
剤
師
と
し
て
は
非
常
に
あ

り
が
た
い
こ
と
と
感
じ
ま
し

た
。

　

今
回
の
見
学
会
は
、
患
者

様
に
安
心
し
て
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
（
Ｇ
Ｅ
）
を
お
薦

め
す
る
た
め
、
私
自
身
の
Ｇ

Ｅ
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

良
い
機
会
だ
っ
た
と
思
い
ま

し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

東
日
本
大
震
災
の
２
日
後

で
、
そ
の
応
対
や
今
後
の
対

応
、
検
討
等
に
ご
多
忙
の

中
、
予
定
通
り
工
場
見
学
会

を
開
催
し
て
い
た
だ
い
た
皆

様
に
深
く
感
謝
し
、
お
礼
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

【
伊
丹
市
・
薬
剤
師

 

小
林　

淳
子
】

　

加
古
川
・
高
砂
支
部
は
３
月

13
日
、
東
播
磨
生
活
創
造
セ
ン

タ
ー
で
、
そ
ば
打
ち
体
験
を
開

催
し
た
。
会
員
や
ス
タ
ッ
フ
・

家
族
ら
23
人
が
、
福
田
歯
科
医

院
（
三
田
市
）
の
福
田
俊
明
先

生
ら
の
指
導
を
受
け
、
そ
ば
打

ち
を
行
っ
た
。
参
加
者
の
感
想

文
を
紹
介
す
る
。

　

日
頃
忙
し
い
た
め
、
子
ど
も

た
ち
に
色
々
な
体
験
を
な
か
な

か
さ
せ
て
あ
げ
ら
れ
な
い
の
が

悩
み
で
し
た
。
そ
ん
な
時
、
そ

ば
打
ち
体
験
の
お
知
ら
せ
を
目

に
し
、
末
の
娘
も
今
春
１
年
生

な
の
で
、
思
い
切
っ
て
家
族
５

人
で
申
し
込
み
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
で
ワ
ク
ワ
ク
し

な
が
ら
会
場
に
行
き
ま
し
た
。

初
め
は
講
師
の
先
生
の
打
ち
方

を
見
学
。
私
た
ち
は
福
田
先
生

で
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
色
々
な
棒

を
使
っ
て
そ
ば
を
打
つ
の
に
興

味
津
々
。「
な
ん
で
棒
が
４
本

あ
る
の
？　

太
さ
違
う
の
？
」

と
質
問
し
た
り
、
先
生
の
鮮
や

か
な
そ
ば
打
ち
の
手
さ
ば
き
に

目
を
奪
わ
れ
、
あ
っ
と
い
う
間

に
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
次
は
自
分
た
ち
が
打

つ
番
。
子
ど
も
た
ち
は
鉢
の
前

の
場
所
の
取
り
合
い
で
、
パ
パ

に
怒
ら
れ
な
が
ら
始
ま
り
ま
し

た
。

　

さ
ら
さ
ら
と

し
た
粉
の
手
ざ

わ
り
が
気
持
ち

よ
く
、
香
ば
し

い
そ
ば
の
香
り

に
「
い
い
香

り
！　

気
持
ち

い
い
！
」
と
大

は
し
ゃ
ぎ
。
粘

土
の
よ
う
に
こ

ね
過
ぎ
、
少
し

先
生
に
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
、

何
と
か
伸
ば
す

行
程
ま
で
進

み
、
長
い
棒
を
二
人
が
か
り
で

使
っ
て
一
生
懸
命
伸
ば
す
姿
は

真
剣
そ
の
も
の
で
、
今
ま
で
の

中
で
一
番
集
中
し
た
と
思
い
ま

す
。

　

薄
く
伸
ば
し
た
生
地
は
、
切

っ
て
お
み
や
げ
に
持
っ
て
帰
る

こ
と
に
。
そ
し
て
試
食
タ
イ

ム
。
先
生
が
先
ほ
ど
打
っ
た
そ

ば
を
ゆ
が
い
て
、
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

さ
す
が
、
つ
る
つ
る
し
こ
し

こ
の
、
の
ど
越
し
歯
ご
た
え
抜

群
の
そ
ば
。
子
ど
も
た
ち
は

「
お
い
し
い
〜
！
」
と
言
い
な

が
ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
平
ら

げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
皆
、
満

腹
幸
せ
一
杯
で
家
に
帰
り
、
子

ど
も
た
ち
も
良
い
思
い
出
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
貴

重
な
休
日
の
時
間
に
、
私
た
ち

の
た
め
に
こ
の
よ
う
な
楽
し
い

企
画
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
講
師

の
先
生
方
、
協
会
の
方
々
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 
【
高
砂
市　

泉　

融
子
】

　

淡
路
支
部
は
２
月
19
日
、
洲

本
市
文
化
体
育
館
で
審
査
対
策

勉
強
会
「
支
払
基
金
に
お
け
る

審
査
の
現
状
と
問
題
点
」
を
開

催
。
支
払
基
金
兵
庫
支
部
係

長
、
元
全
国
診
療
報
酬
支
払
基

金
労
働
組
合
中
央
執
行
委
員
長

の
南
鉄
雄
氏
が
講
演
し
、
会
員

・
ス
タ
ッ
フ
ら
23
人
が
参
加
し

た
。
参
加
者
の
感
想
文
を
紹
介

す
る
。

　

私
が
保
険
診
療
と
い
う
も
の

を
初
め
て
知
っ
た
の
は
、
昭
和

29
年
に
某
市
民
病
院
へ
医
長
と

し
て
赴
任
し
た
時
で
あ
る
。
先

日
の
淡
路
支
部
審
査
対
策
勉
強

会
の
話
、
特
に
現
役
の
支
払
基

金
職
員
の
お
話
を
聞
い
て
い
る

ち
ょ
っ
と
審
査
会
に
出
席
、
実

際
に
審
査
委
員
と
し
て
の
業
務

に
携
わ
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
い

い
経
験
を
し
た
と
思
っ
て
い

る
。

　

や
が
て
昭
和
42
年
８
月
、
同

院
を
退
職
。
同
年
９
月
に
現
在

間
に
、
保
険
診
療
な

ら
び
に
審
査
の
変
遷

変
化
と
い
う
も
の
を

思
い
出
し
、
一
種
の

感
慨
の
よ
う
な
気
に

浸
っ
た
次
第
。

　

勤
務
医
時
代
は
病

院
事
務
局
の
方
か
ら

査
定
・
減
点
の
話
を

聞
き
、
時
に
は
医
長

会
等
で
保
険
の
内
容

の
話
を
聞
い
て
は
い

た
が
、「
そ
ん
な
制

度
が
あ
る
の
だ
な

あ
」
と
い
う
程
度

で
、
い
わ
ば
聞
き
置

く
と
い
う
状
態
で
あ

っ
た
。

　

あ
る
事
情
か
ら
、

支払基金の審査の現状が語られた

お手本を真剣に見つめる筆者（右端）と家族

社員からの説明をうける参加者

薬
科
部･

東
和
薬
品
大
阪
工
場
見
学
会

加古川・高砂支部　そば打ち体験加古川・高砂支部　そば打ち体験

そばの香りに
大はしゃぎ

感
想
文

淡路支部　審査対策勉強会淡路支部　審査対策勉強会

半世紀の審査の
変遷に感慨

ク
リ
ー
ン
環
境
下
で
製
造

支 部 の 催 物 案 内支 部 の 催 物 案 内
■但馬支部■職員接遇研修会
日　時　４月23日（土）15時～
会　場　じばさん但馬２階会議室
テーマ　患者さんの接遇心得とクレーム対応
講　師　大手前短期大学准教授
　　　　水原道子先生
参加費　1000円（資料代含む）

■淡路支部■職員接遇研修会
日　時　５月21日（土）15時～
会　場　洲本市健康福祉館３階会議室
テーマ　 患者さんの接遇心得（仮）
講　師　 目白大学短期大学部生活科学科教授・

学科長　油谷純子先生
参加費　1000円

大願寺の薬草料理、
森野旧薬園を楽しむ

日　時　５月22日（日）
　　　　８時30分神戸市役所前集合
　　　　→17時30分神戸着予定
定　員　50人
参加費　6500円

薬科部バスツアー

※４月16日に予定していました薬科部
の「漢方研究会」および「研究会」
は、震災による緊急研究会開催のため
（１面参照）、延期となりました。日
時は決まり次第お知らせいたします。
お問い合わせ、お申し込みは、
　☎078－393－1817 石本、山田まで

感 想 文

感
想
文

文化部　春のハイキング

日　時　４月29日（金・祝）
集　合　10時　新神戸駅
解　散　 12時30分頃　新神戸ロープウ

ェー「布引ハーブ園駅」
コース　 新神戸駅→布引の滝→展望台→

布引貯水池→新神戸ロープウェー
「布引ハーブ園駅」（約４㎞）

持ち物　水筒、雨具、手袋
　　　　※雨天中止
参加費　 無料（解散後、新神戸ロープ

ウェーの利用は本人負担）

お申し込み・お問い合わせは、　　　
　　☎078－393－1817　田村まで

●医院経営研究会

簡単ホームページで増患対策簡単ホームページで増患対策

日　時　４月23日（土）14時30分～
会　場　パソコン総合カレッジnoa三宮校
講　師　 noa三宮校パソコンインスト

ラクター
参加費　7000円
　　　　（医経研会員は1000円）

４月例会

お申し込み・お問い合わせは、
　☎078－393－1817　山田、田村まで

地
で
開
業
し
て
か
ら
本
当
に
身

に
し
み
て
知
る
よ
う
に
な
っ

た
。
以
来
、
ち
ょ
う
ど
半
世
紀

に
な
る
が
、
そ
の
時
そ
の
時
で

か
な
り
変
化
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

　

協
会
の
当
時
の
診
内
研
で

も
、
学
術
的
な
講
演
で
質
疑
応

答
が
あ
っ
た
後
、
必
ず
と
言
っ

て
い
い
く
ら
い
当
日
の
テ
ー
マ

を
主
と
し
た
レ
セ
プ
ト
の
書
き

方
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
や

は
り
１
時
間
余
、
説
明
・
討
論

が
あ
り
、
私
に
は
極
め
て
有
意

義
で
あ
っ
た
。
中
に
は
そ
の
方

だ
け
出
席
さ
れ
る
先
生
も
お
ら

れ
た
。

　

ま
た
、『
診
療
』
と
い
う
雑

誌
は
上
記
学
術
講
演
会
と
同
様

に
、
前
半
は
あ
る
疾
患
の
学
術

的
記
載
で
あ
り
、
後
半
が
同
疾

患
を
テ
ー
マ
に
し
た
レ
セ
プ
ト

の
記
載
方
法
に
充
て
る
と
い
う

内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
。
私
自

身
ず
っ
と
購
入
し
て
い
た
。

　

講
演
で
は
、
審
査
内
容
は
厳

し
さ
も
い
ろ
い
ろ
で
あ
り
、
書

き
方
の
上
手
・
下
手
も
あ
り
、

ま
た
時
代
と
共
に
変
遷
が
あ

り
、
府
県
に
よ
る
内
容
の
格
差

も
あ
る
と
の
こ
と
。
兵
庫
県
で

は
「
鬼
の
吉
岡
」
と
い
う
異
名

の
あ
っ
た
技
官
（
審
査
委
員
）

の
方
も
お
ら
れ
た
と
い
う
よ
う

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
保
険
診
療
に
変
遷
を
も

た
ら
し
た
も
の
が
Ｉ
Ｔ
だ
ろ

う
。
カ
ル
テ
も
レ
セ
プ
ト
も
紙

か
ら
デ
ー
タ
へ
、
と
同
時
に
審

査
も
変
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る

し
、
当
日
の
お
話
の
な
か
か
ら

も
感
じ
ら
れ
た
（
平
成
25
年
の

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
義
務
化
の
区

切
り
は
民
主
党
政
権
と
な
り
一

応
外
れ
た
よ
う
だ
が
）。
こ
れ

か
ら
ど
う
な
る
？

　

以
上
、
当
日
の
お
話
を
聞
き

な
が
ら
、
そ
し
て
帰
っ
て
か
ら

も
考
え
た
こ
と
を
綴
っ
て
み
た

次
第
。
何
か
ご
参
考
に
な
れ
ば

幸
い
。

 

【
洲
本
市　

松
本　

敬
明
】
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こ
の
た
び
、
月
刊
保
団
連
に

連
載
中
の
「
経
営
・
税
務
誌
上

相
談
」
で
皆
様
よ
く
ご
存
じ
の

税
理
士
・
益
子
良
一
先
生
が
、

共
著
で
「
医
療
機
関
の
税
務
相

談
事
例
集
」
と
い
う
本
を
出
版

さ
れ
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
開
業
当
初
は
、
経

理
、
税
務
の
知
識
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
契
約
し
た
会
計
事
務
所

の
方
に
言
わ
れ
た
と
お
り
に
し

て
い
ま
し
た
。
開
業
医
と
し
て

業
者
の
会
計
と
税
務
」
と
い
っ

た
タ
イ
ト
ル
の
本
で
、
税
務
の

一
般
的
な
こ
と
は
学
べ
ま
す

が
、
そ
の
よ
う
な
本
に
は
、
開

業
医
に
大
切
な
租
税
特
別
措
置

法
26
条
に
触
れ
て
い
る
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。
結
局
、
実
務
上

一
番
役
立
っ
た
の
は
、
保
団
連

の
出
版
物
で
益
子
先
生
監
修
の

「
保
険
医
の
経
営
と
税
務
」
で

し
た
。

　

こ
の
た
び
出
版
さ
れ
た
本
で

は
、
私
自
身
も
疑
問
に
思
っ
て

き
た
身
近
な
問
題
に
つ
い
て
、

医
療
機
関
の
税
務
に
明
る
い
益

子
先
生
が
医
師
の
質
問
に
答
え

る
と
い
う
Ｑ
＆
Ａ
形
式
に
な
っ

て
お
り
、
大
変
読
み
や
す
く
、

具
体
的
で
分
か
り
や
す
い
内
容

で
す
。
開
業
準
備
を
さ
れ
て
い

る
先
生
方
に
も
、
ぜ
ひ
読
ん
で

い
た
だ
き
た
い
本
だ
と
思
い
ま

す
。

 

【
明
石
市　

辻　

一
城
】

益
子
良
一
・
松
本
重
明　

共
著

会
員
特
価　

２
２
５
０
円
（
送
料
込
）

発
行　

財
団
法
人 

大
蔵
財
務
協
会 　

医
療
機
関
の

税
務
相
談
事
例
集

少
し
慣
れ
た

頃
に
初
め

て
、
経
理
や

税
務
の
こ
と

を
自
分
で
も

学
ぶ
よ
う
に

な
り
ま
し

た
。

　

書
店
で
何

冊
か
購
入
し

た
「
個
人
事

第466回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

日　時　４月23日（土）17時～19時　　　会　場　協会会議室
講　師　埼玉社会保険病院　副院長　丸山　太郎先生
共　催　株式会社コスミックコーポレーション

２型？１型？ 鑑別が必要な糖尿病の病態
～１型糖尿病のすべて・病態から生活指導まで～

高
砂
市　
　

多
木　

喬
郎

日
本
国
防
衛
は

自
国
民
で

　

昨
年
11
月
、
北
朝
鮮
に
よ
る

韓
国
延
坪
（
ヨ
ン
ピ
ョ
ン
）
島

砲
撃
で
、
韓
国
兵
士
２
人
と
民

間
人
２
人
が
死
亡
。
住
宅
と
倉

庫
22
棟
が
焼
け
、
１
３
０
０
人

の
延
坪
島
住
民
の
う
ち
、
１
１

０
０
人
が
避
難
の
た
め
島
を
離

れ
た
。

　

こ
れ
を
聞
い
た
私
、
こ
れ
は

他
人
事
で
な
い
。
日
本
も
尖
閣

列
島
を
中
心
と
し
た
領
土
問
題

で
、
日
中
関
係
が
ギ
ク
シ
ャ
ク

し
て
い
る
中
。
同
島
沖
で
日
本

巡
視
船
に
体
あ
た
り
、
衝
突
し

た
中
国
漁
船
を
、
公
務
執
行
妨

害
で
逮
捕
し
た
が
、
日
本
に
対

等
の
軍
事
力
が
あ
れ
ば
、
た
か

が
漁
船
に
そ
こ
ま
で
な
め
ら
れ

な
い
は
ず
。

　

そ
の
他
、
ロ
シ
ア
の
北
方
四

島
問
題
に
し
て
も
、
日
本
は
昭

和
26
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

平
和
条
約
で
千
島
列
島
を
放
棄

し
た
が
、
国
後
・
択
捉
を
含
め

た
４
島
は
含
ま
れ
な
い
と
返
還

を
求
め
て
い
る
。
し
か
し
、
ロ

シ
ア
の
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統

領
は
北
方
四
島
は
自
国
領
で
あ

る
こ
と
を
強
調
、
返
還
の
意
志

は
全
く
な
い
。

　

竹
島
に
し
て
も
、
韓
国
に
上

陸
、
占
拠
さ
れ
、
立
ち
退
き
を

要
求
し
て
も
、
韓
国
領
を
主
張

す
る
。
北
朝
鮮
は
テ
ポ
ド
ン
を

ち
ら
つ
か
せ
、
睥
睨
（
へ
い
げ

い
）
す
る
。

　

経
済
的
に
支
援
・
恩
恵
を
受

け
る
時
は
領
土
問
題
も
妥
協
的

な
言
辞
を
弄
す
る
が
、
境
界
線

の
ト
ラ
ブ
ル
は
軍
事
力
を
ち
ら

つ
か
せ
る
。
日
本
・
ロ
シ
ア
・

中
国
・
韓
国
・
北
朝
鮮
の
う

ち
、
軍
隊
が
な
い
の
は
日
本
の

み
。
隣
国
か
ら
侵
略
さ
れ
た
時

は
、
米
国
に
守
っ
て
も
ら
う
。

そ
れ
を
抑
止
力
と
い
う
。

　

太
古
か
ら
常
に
飢
え
に
さ
ら

さ
れ
た
人
類
は
、
生
き
残
る
た

め
、
他
人
の
物
を
略
奪
、
ま
た

逆
に
侵
略
に
備
え
軍
隊
を
作
っ

た
。
13
世
紀
「
元
寇
の
役
」
で

蒙
古
に
侵
入
さ
れ
た
わ
が
国

は
、
北
条
時
宗
率
い
る
日
本
軍

の
お
か
げ
で
属
国
に
な
ら
ず
に

済
ん
だ
。

　

し
か
し
、
人
智
が
発
達
し
、

戦
争
は
犠
牲
が
多
く
不
幸
と
気

づ
い
た
人
類
は
、
単
純
に
外
国

を
攻
撃
し
な
く
な
っ
た
が
、
強

力
な
軍
事
力
を
誇
示
し
、
外
交

交
渉
に
備
え
て
い
る
。

　

わ
が
国
は
憲
法
９
条
に
よ

り
、
軍
隊
の
存
在
は
な
い
。
第

二
次
大
戦
を
経
験
し
た
私
は
、

他
国
侵
略
が
い
か
に
身
を
滅
ぼ

す
こ
と
か
は
、
よ
く
分
か
っ
て

い
る
が
、
侵
入
さ
れ
た
時
、
自

衛
の
軍
隊
を
持
た
ず
に
、
米
国

に
守
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
、
生

物
の
本
能
か
ら
い
っ
て
も
、
筋

が
通
ら
ぬ
。

　

日
本
国
を
わ
が
身
に
た
と
え

れ
ば
、
外
敵
の
ウ
イ
ル
ス
、
細

菌
か
ら
身
を
守
る
の
は
、
免
疫

細
胞
で
あ
る
Ｔ
細
胞
・
Ｂ
細

胞
、
こ
の
両
細
胞
（
軍
隊
）
を

輸
血
に
よ
り
、
第
三
者
（
米

国
）
か
ら
も
ら
え
ば
、
自
分
の

Ｔ
・
Ｂ
細
胞
が
非
自
己
と
認
識

し
て
排
除
を
始
め
る
。

　

沖
縄
県
民
が
「
米
兵
出
て
行

け
」
と
行
っ
て
い
る
の
と
全
く

同
じ
こ
と
。
白
血
球
が
病
気
で

減
少
し
て
い
る
時
以
外
は
輸
血

す
べ
き
で
は
な
い
。
自
然
の
摂

理
か
ら
い
え
ば
、
輸
血
（
米
兵
）

で
な
く
、
自
己
白
血
球
（
日
本

防
衛
隊
）
で
自
己
（
日
本
国
）

を
守
る
の
が
筋
で
あ
る
。

　

防
衛
力
が
強
い
と
相
手
が
認

め
れ
ば
、
外
交
交
渉
も
対
等
に

行
え
る
の
で
は
な
い
か
。
し
か

し
、
侵
略
戦
争
だ
け
は
や
っ
て

は
な
ら
な
い
。
思
っ
た
だ
け
で

身
震
い
す
る
。

赤
穂
郡
・
歯
科　
　

白
岩　

一
心

絆･

勇
気
を
与
え
る
名
作

　

池
内
理
事
長
が
本
紙
３
月
25

日
号
で
ご
紹
介
さ
れ
た
、
第
83

回
米
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
受
賞
作
品

を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
現
エ
リ
ザ

ベ
ス
女
王
の
父
、
ジ
ョ
ー
ジ
６

世
の
生
涯
に
焦
点
を
当
て
て
い

ま
し
た
。

　

二
つ
の
世
界
大
戦
で
、
英
国

王
室
が
英
国
民
と
48
の
植
民
地

民
の
統
治
に
利
用
さ
れ
る
と
こ

ろ
と
、
日
本
が
天
皇
の
名
の

下
、
戦
禍
に
巻
き
込
ま
れ
る
部

分
が
重
な
り
ま
し
た
。

　

幼
い
頃
か
ら
吃
音
で
悩
み
、

無
口
で
内
気
な
性
格
の
ジ
ョ
ー

ジ
６
世
を
支
え
ぬ
く
、
妻
エ
リ

ザ
ベ
ス
の
強
い
愛
情
と
、
言
語

矯
正
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
ラ
イ
オ
ネ

ル
・
ロ
ー
グ
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
人
）
と
の
身
分
を
越
え
た
深

い
友
情
が
心
に
残
り
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
ラ
イ
オ
ネ
ル
が

吃
音
を
矯
正
し
て
い
く
、
型
破

り
な
過
程
で
育
ま
れ
た
友
情
と

信
頼
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
６
世
の
生

涯
に
わ
た
り
揺
る
ぎ
な
い
も
の

で
し
た
。
最
初
の
指
導
で
は
シ

ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
詩
の
朗
読
、

別
の
と
き
に
は
、
品
行
を
疑
う

言
語
を
連
呼
す
る
部
分
に
工
夫

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
型
破
り
の

指
導
の
な
か
に
は
、
人
間
の
平

等
主
義
も
感
じ
ま
し
た
。

　

妻
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
セ
リ
フ

「
あ
な
た
の
求
婚
を
２
度
お
断

り
し
た
の
は
王
室
の
公
務
が
嫌

だ
っ
た
か
ら
。
で
も
ス
テ
キ
な

吃
音
、
幸
せ
に
な
れ
そ
う
っ
て

思
っ
た
の
…
」
は
、
特
に
愛
情

い
っ
ぱ
い
で
印
象
に
残
り
ま
し

た
。

　

ヒ
ト
ラ
ー
率
い
る
ナ
チ
ス
ド

イ
ツ
と
の
開
戦
に
揺
れ
る
英
国

民
が
、
王
の
言
葉
を
待
ち
望
む

な
か
、
吃
音
で
悩
む
ジ
ョ
ー
ジ

６
世
が
渾
身
の
ス
ピ
ー
チ
に
挑

む
シ
ー
ン
は
、
作
品
の
最
大
の

見
せ
場
で
し
た
。

　

作
品
で
は
英
国
王
室
の
知
ら

れ
ざ
る
実
態
も
知
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
吃
音
を
「
心
の
声
」

の
象
徴
と
捉
え
て
、
誰
も
が
持

つ
「
心
の
中
の
複
雑
な
葛
藤
」

「
悩
み
の
壁
を
乗
り
越
え
る
勇

気
」「
つ
ら
い
壁
こ
そ
乗
り
越

え
ら
れ
る
可
能
性
の
存
在
」
を

呼
び
か
け
る
作
品
で
し
た
。

　

な
ぜ
栄
誉
あ
る
ア
カ
デ
ミ
ー

賞
作
品
賞
を
受
賞
し
た
か
、
問

い
か
け
な
が
ら
鑑
賞
し
ま
し

た
。
鑑
賞
す
る
人
た
ち
に
、
夫

婦
の
絆
・
友
人
の
絆
を
、
ま
た

吃
音
で
苦
し
む
人
た
ち
に
は
勇

気
を
植
え
つ
け
る
名
作
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

他の医師賠償責任保険にご加入でない先生方へ。

協会の「休業保障制度」にご加入いただけない方、上乗せ補償をご希望の方へ。
● うつ病等や認知症による就業不能も補償
● 入院は１日目から、自宅療養は５日目から補償
● 連続休業は最長２年、再発も含めて通算1000日補償
● 地震等の天災によるケガも補償
● 協会「休業保障制度」や医療保険、公的保険給付に
　 関係なく支払い

医療上の事故、医療施設の
事故に伴う賠償責任の備えに

■ 団体保険だから断然安い保険料
■ 毎年決算剰余金を配当
　　今年は42％、昨年は50％を配当
■ 最高5000万円の高額保障　 
■ 配偶者1000万円のセット加入あり
■ いつでも増額･減額できます
■ 面倒な医師による診査は不要

万一のためのコストは安さが魅力です。

グループ保険グループ保険グループ保険グループ保険
● 月　払：１口１万円～（通算30口まで）
● 一時払：１口50万円～（毎回40口まで)

医師・歯科医師の老後設計に最適

急な出費にも1口単位で解約可能／
払込が困難なときは掛金中断、余裕
ができたら掛金再開／年金受給時
には10年・15年定額、15年・20年逓
増年金から選択、または一括受取／
万一の時はご遺族に全額給付

自
在
性
が
魅
力

保険医年金保険医年金保険医年金保険医年金

医師賠償責任保険医師賠償責任保険医師賠償責任保険医師賠償責任保険

所得補償所得補償所得補償所得補償
保 険保 険保 険

申
告
が
で
き

る
。
ほ
っ
と
し

ま
し
た
」
な
ど

の
声
が
寄
せ
ら

れ
た
。
顧
問
税

理
士
が
い
て

も
、
医
業
税
制

に
精
通
し
た
税

理
士
の
点
検
を

求
め
た
い
と
セ

カ
ン
ド
オ
ピ
ニ

オ
ン
の
場
と
し

て
利
用
し
た
会

員
も
い
た
。

　

近
年
は
自
主

記
帳
を
す
る
会

ン
ツ
ー
マ
ン
で
の
丁
寧
な
対
応

を
受
け
た
。
各
テ
ー
ブ
ル
で
、

申
告
書
作
成
で
分
か
ら
な
い
部

分
の
質
問
や
提
出
用
資
料
の
点

検
な
ど
、
直
前
の
最
終
確
認
が

行
わ
れ
た
。

　

自
主
記
帳
し
て
い
る
先
生
か

ら
は
「
こ
れ
で
よ
う
や
く
確
定

員
の
数
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、

申
告
期
限
の
直
前
期
に
行
う
申

告
相
談
会
に
は
毎
年
多
数
の
医

療
機
関
が
参
加
し
、「
安
心
し

て
確
定
申
告
が
で
き
る
」
と
好

評
を
得
て
い
る
。
来
年
も
多
く

の
先
生
方
に
ご
活
用
い
た
だ
き

た
い
。

　

協
会
税
経
部
は
、
３
月
15
日

に
期
限
を
迎
え
る
確
定
申
告
に

備
え
、
３
月
５
日
、
６
日
に
協

会
会
議
室
で
、
確
定
申
告
相
談

会
を
開
催
。
２
日
間
で
41
医
療

機
関
か
ら
、
医
師
・
ス
タ
ッ
フ

ら
46
人
が
参
加
し
た
。

　

相
談
会
で
は
協
会
会
員
が
、

申
告
書
と
資
料
を
持
ち
寄
り
、

協
会
税
務
講
師
団
11
人
か
ら
マ

申告直前の確認で安心

確定申告相談会確定申告相談会

映
画「
英
国
王
の
ス
ピ
ー
チ
」

　糖尿病は１型糖尿病と２型糖尿病に大
別されますが、病型診断は患者の予後を
大きく左右します。１型糖尿病と２型糖
尿病は本質的に異なる疾患であり、それ
ぞれの成因に基づいた正しい治療が必要
ですが、その鑑別は必ずしも容易ではあ
りません。「明らかに２型」と思われる
患者さんでも「実は１型だった」という
方が増えています。特に、発症時には２
型糖尿病と全く同様の臨床像を呈する
が、経過と共にインスリン依存に至る緩

徐進行１型糖尿病（ＳＰＩＤＤＭ）は、
早期に診断して適切な治療をすれば良好
な血糖コントロールが維持され、合併症
の出現も少なく、健常者と同様な生活を
いつまでも続けることができるのに対
し、不適切な治療は悲惨な結果を招きま
す。本講演では糖尿病の病型診断の重要
性と診断のこつ、適切な治療法、ＳＰＩ
ＤＤＭの概念成立に至る研究の流れ等に
ついてわかりやすく解説いたします。
 【丸山　記】

マンツーマンで税理士が対応
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閉塞性睡眠時無呼吸症候群に
おける口腔内装置治療（下）　

――医科・歯科の連携――
神戸市北区・井尻歯科クリニック院長　 井尻　博和先生講演

著効した一症例
　60歳男性、身長163㎝、体重68㎏、
BMI25.6、 神戸協同病院より紹介で来
院。自宅の八王子市から、神戸市への単
身赴任の、定年間際の患者であった。
　PSG検査（2007/10/27） の結果は、
AI：35.7、AHI：53.3、最低SpO2：75%
で、当初CPAP治療を希望されて治療し
ていた。
　CPAP治療で、口が渇く、鼻が痛くな
る、朝方に耳障り、自分で外してしまう、
持ち運びにくい、ということで主治医と
相談の上、OA（口腔内装置）治療を希
望されて来院。
　2008/10/10　OAの型採り（図１）。
　2008/10/21　OAの作製・装着（開放
型、図２）。

　2008/11/15　聞き取り調査により、い
びきほとんどなし。自宅の八王子市に戻
られたときに、ふすま１枚隔てた隣で寝
ている奥様の話では、いびきがほとんど
ないとのことだったので、OA評価のた
めのPSG検査を勧め、承諾を得た。
　横から見た顔面写真を比較すると、
OA装着前（図３）は顎舌骨筋が弛緩し
ているが、OA装着後（図４）は緊張し
ているのが分かる。

　AHI：53.3→14.9
　最低SpO2：75％→88％
という結果であった。無呼吸指数は劇的
に減り、無呼吸低呼吸数は15以下に減
り、最低酸素飽和度は上昇している。

療機関とできるだけ多くの情報を共有す
ることを心がけている。特に100人を超
える患者を紹介してもらっている神戸協
同病院とは、担当の医師だけではなく臨
床工学士とも、すべての紹介患者情報を
共有しているので、いびきが軽減して
OAの評価のための検査も速やかに行わ
れている。

おわりに
　SASにおけるOA治療に関して、AHIが
15以下でAHIの変化率が50％以下を著効

とするならば、半分以上の方で効果が出
ている。その判断に基づくと、中等症か
ら重症度までのCPAP治療が必要なSAS
患者の半分近くは、OA治療での対応が
可能と考える。
　一方で、OAの装着に適応できないた
めか、AHIが軽減していても睡眠構築が
悪く、睡眠効率があまり改善せず覚醒反
応が多いケースも見られる。
　患者のQOLにおいては、AHIの軽減だ
けで判断することなく、総合的に診断す
ることも重要であろう。

　酸素飽和度において、OA装着前は90
％以下の状態がかなりみられるが、装着
後ではほとんど90％以上を保っている
（図７）。
　心拍数において、OA装着前は１分間
に80を超えることが多いが、装着後では
80以下を保っている（図８）。
　いびきに関して、OA装着前と装着後
では劇的に減っている（図９）。
　睡眠ステージにおいて、OA装着前は
就寝直後に寝付けてなく、時間が経って
からノンレム睡眠からレム睡眠に至る正
常なサイクルが一度だけみられるが、装
着後は就寝直後にすぐに正常なサイクル
がみられ、全体では２回認められる（図
10）。
　睡眠効率において、OA装着前は71.2
％が、装着後は84.1％に改善している。

医科・歯科の連携
　保険適応でOAを作製するには、PSG
検査結果と紹介状が必要で、PSG検査結
果において厚労省の診断基準では、AI≧
５をSASとしている。したがって、それ
以外では原則的に自費となる。
　日本睡眠学会の診断基準では、AHI≧
15またはAHI≧５で症状がある場合を
SASとしており見解の相違があるので、
混乱を避けるためにも早期の統一をはか
ることが望まれる。
　いびきが軽減した場合は、可能な限り
OA評価のための簡易SpO2検査か、PSG
検査を受けていただくことが重要であ
る。いびきが軽減したときの患者の喜び
（特にベッドパートナー）は大きいの
で、そのまま紹介先の病院を再受診しな
くなることもあるが、無呼吸、低呼吸が
軽減したかどうかは、検査をしてみない
と分からない。
　当クリニックでは、紹介いただいた医

図１

図２

図３　OA装着前

図４　OA装着後

　側方セファロレントゲン写真を比較す
ると、 上気道の面積がOA装着前（図
５）より、OA装着後（図６）の方が拡
大しているのが分かる。
　OA装着前後のPSG検査を比較すると、
　AI：35.7→0.7

図５　OA装着前

図６　OA装着後

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809　岡林まで

日　時　４月24日（日）14時～17時　　　会　場　協会会議室
講　師　奈良市・貞光歯科医院院長　貞光謙一郎先生
定　員　120人（事前申込順）

審美修復からはじめましょう
―審美修復～包括治療まで―

歯科定例研究会

図７　ＰＳＧ検査の比較　酸素飽和度

OA装着前

OA装着後

図８　ＰＳＧ検査の比較　心拍数

OA装着前

OA装着後

図９　ＰＳＧ検査の比較　いびきの程度

OA装着前

OA装着後

図10　ＰＳＧ検査の比較　睡眠ステージ

OA装着前

OA装着後

（前号の続き）

（ＰＳＧ検査資料：神戸協同病院提供）


